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オトギリソウ（オトギリソウ科）弟切草 

 山野の草地などに生える。葉は対生で光に透かすと黒点がある。夏から秋に茎の上部に５弁

の花を多数つける。花にも黒点や黒線が多い。茎や葉は多量のタンニンを含み絞り汁を切傷、

打撲に使う。 
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               梵珠山の自然情報！○開花 △蕾
つぼみ

 ×実 （7月中旬～8月中旬） 

植 物 

木 本 〇クサギ〇リョウブ〇ノリウツギ〇ホツツジ〇アクシバ〇ヤブコウジ〇エゾアジサイ×

ヒバ×オニグルミ×サワグルミ×ブナ×ホオノキ×トチノキ×ミズキ×ミヤマガマズミ

×ガマズミ×ムラサキシキブ×ハクウンボク×オオバボダイジュ×シナノキ×ウワミズ

ザクラ×シウリザクラ×ナナカマド×ズミ×オオカメノキ×カンボク×ケナシヤブデマ

リ×ハイイヌガヤ×サワフタギ×ハイイヌツゲ×ヒメモチ×ツルシキミ×ヒメアオキ×

ウスノキ×ノブドウ×ナツハゼ 

草 本 〇ソバナ〇ジャコウソウ〇ミヤマウズラ〇ジンバイソウ〇ツルリンドウ〇オトギリソウ

〇ハナニガナ〇×オオウバユリ〇オカトラノオ〇セリ〇×ゲンノショウコ〇ヨツバヒヨ

ドリ〇ノブキ〇ミヤマトウバナ〇クルマユリ〇ヌスビトハギ〇ハエドクソウ〇ミズヒキ

〇ネジバナ〇カワラナデシコ〇オトコエシ〇トリアシショウマ〇イケマ〇×ツチアケビ

〇オオアキノキリンソウ〇タチギボウシ〇ヒメキンミズヒキ×トチバニンジン 

野 鳥 クマタカ・コノハズク（声）・ヨタカ・カケス・ゴジュウカラ・ヤマガラ・ウグイス・

ミソサザイ・キビタキ・キジバト・アオバト（声）・ヒヨドリ・ホオジロ・モズ・ア

オゲラ・コガラ 

哺乳類 テン（観察の森 7/30）・キクガシラコウモリ（バットハウス）・コテングコウモリ（セ

ンタ―玄関） 

昆 虫  ルリシジミ・ツバメシジミ・メスアカミドリシジミ・ベニシジミ・キアゲハ・     

アゲハ・スジグロシロチョウ・ミドリヒョウモン・メスグロヒョウモン・イチモン

ジチョウ・コミスジ・サカハチチョウ・シータテハ・ヒオドシチョウ・ルリタテハ・

クジャクチョウ・アカタテハ・コムラサキ・クロヒカゲ・ヒメキマダラヒカゲ・ヒ

メウラナミジャノメ・ダイミョウセセリ・コチャバネセセリ・アカエゾゼミ・エゾ

ゼミ・ヒグラシ・アブラゼミ・ミンミンゼミ・ハグロトンボ・アオイトトンボ・オ

ゼイトトンボ・エゾイトトンボ・オニヤンマ・ルリボシヤンマ・クロスジギンヤン

マ・ミヤマアカネ・アキアカネ・ナツアカネ・マユタテアカネ・ノシメトンボ・タ

カネトンボ・オオミズアオ・スジクワガタ・アオカナブン・ゲンジボタル・ミカド

フキバッタ・コバネイナゴ 

両生類 ヤマアカガエル・モリアオガエル 

爬虫類 アオダイショウ・ヤマカガシ・マムシ・ヒガシニホントカゲ・カナヘビ 

※旬の自然情報については気軽にスタッフにお尋ねください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梵珠山では真夏の花が見られるようになりました。春のような華やかさはないものの林床

でひっそりと咲く花姿がとても美しく感じられます。 

【ツルリンドウ】8/6 【ミヤマウズラ】8/6 【ジンバイソウ】8/6 【ホツツジ】8/6 
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【ヒメキマダラヒカゲ】7/28 【イチモンジチョウ】7/28 【サカハチチョウ】7/28 

【ゴジュウカラ】7/28 【コガラ】7/28 【ミヤマアカネ】8/４ 

森の至る所に 

セミの抜け殻が… 

森の中を巡回していると日の当た

る場所は、日差しが強く汗が噴き出し

てきますが、木々の下にたたずむと、

セミの大合唱に包まれ、涼しい風が心

地よく通り抜けてゆきます。この空間

にいると、夏だなぁと感じます。 

上を見上げると、いたるところにセミ

の抜け殻が。脱皮間近の幼虫が高いと

ころまで登っていき、羽化する場所を

探しています。 

森の中を歩いたらセミの抜け殻が落

ちていないか、木の幹や枝の先を探し

てみましょう。 

セミの羽化の感動シーンが観察でき

るかもしれません。 
・センタ－周辺では、おもにエゾゼミ、ア

カエゾゼミ、ミンミンゼミ、アブラゼミ、

ヒグラシの５種が盛んに鳴いています。 

① 登山道標識 ② 葉の裏 ③ 低木の葉の裏 ④ 木の幹 
高い所に上って羽化を始めます 

羽化に失敗したエゾセミ 羽化途中の個体 

成虫のエゾゼミ（左）とアカエゾゼミ（右） 
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 開催日（7 月 17 日：曇） 
○講師 長尾キヨさん「夏の花を楽しもう」 ○講師 齋藤信夫さん「シダ植物の葉の裏をのぞこう」    

 

 

 

 

 

 

◎講師 針生倖吉さん「初夏の森で探しましょう」 ◎講師 鈴木義孝さん「夏のきのこを探そう」 

 

 

 

 

 

 

○講師 鳴海冨美子さん「見つけた昆虫をよく観察してみよう」○講師 市田忠夫さん「盛夏の昆虫」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎講師 澤田 満さん「イネ科・カヤツリグサ科の植物を見よう」 

 

 

これからの行事 
 

 

 

 

 

 
サポーターズ活動 

９月の活動はスノコ作りを予定しています。 

日時：９月２９日（木）時間は９：３０分から１２時まで。どなたでも気軽に参加できます。 

センタ―より 

＊センタ－では「梵珠作品展」の作品を募集しています。出品をしていただける方は直接センタ－へ

持参をお願いします。出品既定についてはチラシをご覧ください。 

＊登山道通行止めのお知らせ…大雨によりマンガンの道入り口付近の橋が崩落し、通行できなくなっ

ています。安全が確認できるまで入山しないようにお願いいたします。 

＊新型コロナウィルス感染が急速に拡大しております。引き続き感染予防対策にご協力をお願いいた

します。（入館の際はマスクの着用、手指の消毒、検温をお願いしています） 

＊9 月 18 日（日）「日曜観察会⑥」講師は、長尾キ

ヨさん（植物）針生倖吉さん（野鳥）工藤忠さん

（昆虫）市田忠夫さん（昆虫）です。 

＊9 月 25 日（日）「秋の梵珠トレッキング～幻の半

沢コ－スをめぐって～」 

＊10 月１日（土）「梵珠作品展ｈｇ」～30 日（日）

迄 


